


管弦楽の生演奏を聴ける場所といえば、概ねの方がコンサー トホールを思いう

かべるでしよう。

確かに外部からの雑音がなく、楽器の音がほどよく響き、室温が快適に保たれ

ているコンサー トホールは、音楽を聴 くのに最適と言えます。

ところが、音楽の歴史をひもとくと、必ずしもこのような場所でばかり演奏が

行われていたのではないことに気がつきます。

いえいえ、それどころかコンサー トホールというものは、たくさんの人が同時

に 1つの演奏を楽しむために発明されたもので、もともと音楽は、室内や教会、

庭園、集会場など、あらゆる場所にあふれていたのです。

現在、ニューヨークにこのような音楽を復活させる指揮者がいます。彼は、故

レナード・バーンスタインのもとで腕を磨き、1976年ニューヨークでデビューし

ました。1979年からニューヨーク 0シ ンフォニック・アンサンブルの音楽監督と

なり、既成の概念にとらわれないユニークな活動を展開しています。

島根県出雲大社での奉納演奏、広島県巌島神社での洋上コンサー ト、 」R東京

駅での駅コン、明治神宮での演奏の他、ビールエ場、能楽堂、格納庫など、楽団

員が入れるスペースがあれば、どこでも美しい音楽を鳴り響かせてしまいます。

本来、音楽がもつていた自由な発想を現在に再現させることで、彼らが培い、

取得してきたものが、コンサー トホールでどのようにいきてくるのか、姿勢を正

して耳を傾けたいものです。

きっと、もっと、すてきな夢を咲か囃 魂
人間らしさをキーワードιこ、いま私たちの生活や社会には、本当の豊かさやゆとりが求められていま丸

日立は、どこまでも人にやさしい先端技術を通じて、そんな暮らしの夢をひとつひとつ花開かせ、豊かな実りをお届けしま丸
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